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＜調査結果のポイント＞

◆安倍政権の景気刺激策への期待感から
　企業の景況感の先行きは小幅改善
◆今後の経営戦略として、7割の企業が
　国内外における顧客層の拡大を図る

協力：株式会社ニッセイ基礎研究所

を考える+α
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【定例調査項目】
【1】従業員数について（パート・アルバイト含まず）

◇従業員数の増減について（対前年比）

【2】業況について

【3】売上について

【4】経常損益について

【5】現在の金融機関の貸出態度について

【6】金融機関との取引関係の変化について

【7】設備投資について

【8】今後必要となる経営資金について

【 9】（非上場企業様にお伺いします）株式の上場について

◇（①又は②又は③とご回答の場合）取引関係変更の理由（主なもの 2つまで）

◇設備投資金額について（前年度と比べ）

◇設備投資目的について（主なもの 2つまで）

◇（調達方法で②又は③とご回答の場合）調達決定する際に重視する要素（主なもの 2つまで）

H24/4実　績：  ①増やした（24.2％）　②横ばい（60.0％）　③削減した（13.2％）
H25/4見　込：  ①増やす（22.8％）　  ②横ばい（64.6％）　③削減する（9.2％）

現　　　　在：  ①良い（6.0％）　②やや良い（17.3％）　③ふつう（38.0％）　④やや悪い（29.1％）　⑤悪い（8.6％）
H25/9末見通：  ①良い（3.6％）　②やや良い（13.9％）　③ふつう（47.5％）　④やや悪い（24.9％）　⑤悪い（5.5％）

H24年度見込：  ①連続増収（20.5％）　②増収に転じる（18.0％）　③前年並み（32.3％）　④減収に転じる（20.6％）　
　　　　　　  ⑤連続減収（7.2％）
H25年度見通：  ①連続増収（14.6％）　②増収に転じる（14.4％）　③前年並み（48.5％）　④減収に転じる（11.1％）　
　　　　　　  ⑤連続減収（5.2％）

H24年度見込：  ①連続増益（15.9％）　②増益に転じる（20.2％）　③前年並み（31.9％）　④減益に転じる（24.9％）　
　　　　　　  ⑤連続減益（5.4％）
H25年度見通：  ①連続増益（11.3％）　②増益に転じる（16.9％）　③前年並み（49.2％）　④減益に転じる（11.4％）　
　　　　　　  ⑤連続減益（4.6％）

①積極的（33.5％）　②やや積極的（18.8％）　③ふつう（36.2％）　④やや厳しい（3.3％）　⑤厳しい（1.3％）

直近１年： ①取引金融機関を増やした（9.1％）　②取引金融機関を減らした（3.7％）　③メインバンクを変えた（0.4％）　
　　　　  ④特に変化なし（82.9％）
今　　後： ①取引金融機関を増やす（2.8％）　 ②取引金融機関を減らす（3.4％）　 ③メインバンクを変える（0.4％）　 
　　　　　④特に変化なし（87.8％）

①有利な借入条件（50.9％）　②円滑な資金調達（42.5％）　③効果的な経営相談（7.7％）　④社会的信頼性の向上（4.1％）
⑤取引機関数の適正化（26.5％）　⑥その他（13.5％）

H24年度見込： ①増加する（18.4％）　②やや増加する（15.2％）　③横ばい（45.3％）　④やや減少する（10.0％）　
　　　　　　  ⑤減少する（5.7％）
H25年度見通： ①増加する（11.6％）　②やや増加する（13.2％）　③横ばい（51.2％）　④やや減少する（9.0％）　
　　　　　　  ⑤減少する（5.7％）

①生産・販売能力増強（38.9％）　②製（商）品・サービスの向上（16.0％）　③省力・合理化（24.4％）
④経営多角化（4.2％）　⑤研究・開発（6.9％）　⑥設備の更新維持（51.8％）　⑦M＆A（2.2％）　⑧その他（3.7％）

①金利条件（74.3％）　②貸手の信用力・安定性（10.3％）　③過去からの継続的取引（メイン・株主等）（78.7％）　
④コンサルティング力（1.8％）⑤情報提供力（7.0％）　⑥その他（0.7％）

〔上場計画〕　①近々上場予定有（0.2％）　②将来的に意向有（3.2％）　③上場意向なし（62.2％）
◇（①又は②とご回答の場合）
〔株式異動 増資計画〕　①異動ニーズあり（9.9％）　②第三者割当増資計画あり（3.1％）　③いずれもなし（36.6％）

【１０】今後の金利水準見通しについて（H25/9末見通しについてご意見をお聞かせください）
①上がる（23.2％）　②横ばい（64.0％）　③下がる（7.0％）

＜資金使途＞　①生産設備資金（24.5％）　②営業販売施設資金（7.3％）　③運転資金（31.5％）　
　　　　　　  ④研究開発設備資金（2.4％）　 ⑤M&A資金（2.7％）⑥その他（5.7％）
＜調達方法＞　①自己資金（28.6％）　②民間金融機関からの借入（37.5％）　③リース・割賦（5.1％）　
　　　　　　  ④政府系金融機関からの制度融資（6.2％）　⑤株式発行（0.4％）　⑥社債発行（2.4％）　
　　　　　　  ⑦グループ会社間ファイナンス（7.4％）　⑧その他（1.0％）　⑨未定（5.1％）
＜時　　期＞　①年度内（16.2％）　②来年度上期（19.5％）　③来年度下期（12.8％）

　　　　　

①50名以下（19.0％）　②100名以下（10.5％）　③300名以下（28.1％）　④500名以下（13.0％）　⑤1,000名以下（13.3％）　
⑥3,000名以下（9.4％）　⑦3,000名超（6.0％）
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【特別調査項目】
人口減少下での経営戦略と企業収益への影響

（注１）設問８、１１の金額、設問９の時期については、回答記載を省略しております。
（注２）複数回答の設問があるほか、各設問とも無回答分があるため、合計は100％にはなりません。

①５％未満（3.7％）　②５～10％未満（6.7％）　③10～30％未満（9.9％）　④30～50％未満（2.3％）　⑤50％以上（1.3％）

<13-1>①海外市場への進出・海外市場での事業拡大とお答えの方：今後10年間で、海外市場からの売上高をどれくら
　　　　いまで拡大したいとお考えですか。貴社の国内・海外での売上全体を100％とした構成比としてお答えください

<13-2>③独自技術・ノウハウの転用による新規市場への参入・市場創造とお答えの方：今後10年間で、新規市場からの売
　　　　上高をどれくらいまで拡大したいとお考えですか。貴社の売上全体を100％とした構成比としてお答えください

<13-3>④サプライチェーンの上・下流企業との連携強化、⑤サプライチェーンの上・下流への事業領域の拡大と
　　　　お答えの方：それはどのようなことを目的とお考えですか。最も近いものをお答えください

【１4】貴社の今後の経営戦略の実現に向けて、事業領域の観点からは現在、どのような取り組みに力を入れていますか。
　　  貴社の取り組みに最も近いものをお答えください

【１5】貴社の今後の経営戦略の実現に向けて、商品・サービス戦略については現在、どのような点を課題としてお考えですか。
　　   貴社のお考えに近いものをお答えください（主なもの２つまで）

【１7】貴社の今後の経営戦略の実現に向けて、最終消費者までのサプライチェーン全体については現在、どのような点を
　　  重視していますか

【１8】貴社の今後の経営戦略の実現に向けて直面している課題について、当てはまるものをお答えください
（主なもの２つまで）

【１6】貴社の今後の経営戦略の実現に向けて、顧客との取引については現在、どのような点を課題としてお考えですか。
　　  以下のそれぞれについて、取り組むべき課題としての優先度をお答えください

①10％未満（7.6％）　②10～20％未満（7.4％）　③20～30％未満（7.0％）　④30～50％未満（6.2％）
⑤50～75％未満（3.9％）　⑥75％以上（1.3％）

①コスト削減（4.4％）　②物流効率化（1.7％）　③生産性向上（1.5％）　④付加価値の向上（4.1％）　
⑤商品開発力の向上（1.6％）　⑥ブランド構築（0.7％）　⑦その他（0.8％）

①海外市場への進出・海外市場での事業拡大（31.3％）　②既存の商品・サービスの見直しによる高付加価値化（54.9％）
③独自技術・ノウハウの転用による新規市場への参入・市場創造（19.3％）
④サプライチェーンの上・下流企業との連携強化（8.5％）　⑤サプライチェーンの上・下流への事業領域の拡大（4.0％）
⑥マーケティングの見直しによる顧客層の拡大（25.9％）　⑦生産拠点の海外シフト（4.4％）
⑧外国人や高齢者や女性の活用による競争力の向上（4.3％）　⑨その他（4.1％）

①既存の事業領域への集中（36.5％）　②既存の領域を核に事業領域を拡大（47.5％）
③既存の事業領域を維持しつつ全く異なる事業領域も開拓（8.5％）
④既存の事業領域からの撤退も視野にいれつつ異なる事業領域を開拓（1.1％）

①川上・川下企業との既存の取引関係の維持・強化（42.7％）　②川上・川下企業との新規取引の開拓（15.2％）
③川上・川下への事業領域の拡大（10.5％）　④その他（3.7％）　⑤特に重視していない（13.2％）

①財務体質の悪化（12.9％）　②自社の技術・ノウハウの陳腐化（13.2％）　③商品開発力の不足（22.2％）
④マーケティング力の低下（18.6％）　⑤研究開発コストの増大（3.7％）　⑥人材不足（37.4％）
⑦設備の老朽化（19.9％）　⑧生産性の低下（6.9％）　⑨その他（9.5％）

①既存の商品・サービスの改善（53.6％）　②コスト削減による利益確保（54.6％）　③ブランドの構築（13.9％）
④革新的な新商品・サービスの開発（13.1％）
⑤既存の独自技術・ノウハウを転用した新商品・サービスの開発（27.7％）　⑥その他（2.1％）

◇既存顧客との関係強化
　①最優先課題である（53.4％）  ②優先すべき課題のひとつである（29.9％）  ③課題として認識している（6.9％）  ④課題ではない（1.1％）
◇国内における顧客基盤の多様化
　①最優先課題である（21.1％）  ②優先すべき課題のひとつである（43.5％）  ③課題として認識している（15.7％）  ④課題ではない（4.7％）
◇海外における顧客基盤の多様化
　①最優先課題である（10.6％）  ②優先すべき課題のひとつである（18.3％）  ③課題として認識している（18.4％）  ④課題ではない（34.3％）

【１３】少子高齢化・人口減少が本格化する中で、貴社のビジネスにおける中長期的な経営戦略の方向性として、次にあげる
　　 ものの中からお考えに近いものをお答えください（主なもの2つまで）

【11】興味のある又は実施を検討されているファイナンス手法を教えてください。（主なもの 2つまで）

【12】現在、最も注力している経営指標について

◇（実施予定の場合）実施予定時期・金額・取扱金融機関について

①シンジケートローン（9.0％）　②コミットメントライン（8.1％）　③私募債（3.1％）　④流動化（大数プール）（1.6％）　
⑤流動化（個別債権）（3.6％）　⑥リース（6.6％）　⑦割賦（1.6％）　⑧支払委託（0.7％）　⑨その他（1.3％）　
⑩検討していない（58.5％）

①ROE（9.3％）　②ROA（7.6％）　③売上高利益率（48.4％）　④自己資本比率（14.9％）　⑤DER〔負債資本比率〕（1.9％）　
⑥配当性向（1.7％）　⑦その他（4.1％）

＜金融機関＞　①都市銀行（13.5％）　②地方銀行（8.4％）　③証券会社（0.4％）　④生命保険会社（2.3％）　
　　　　　　  ⑤リース会社（6.6％）　⑥未定（9.1％）
＜時　　期＞　①年度内（9.1％）　②来年度上期（8.0％）　③来年度下期（3.2％）
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